
日本教育制度学会公開シンポジウムの御案内 

2022年 11月 15日 

日本教育制度学会では 11月 20日に公開シンポジウムを開催いたします。どなたでも無料で参加

できます。会員内外の多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

ご不明な点は学会事務局（jseso1993@gmail.com）までご連絡ください。 

第 29回大会公開シンポジウム「教育理論から教育システムを構想する」 

◆日時：2022年 11月 20日（日）14：00～16：30 

◆企画の趣旨 

これまでの教育制度研究では、条件整備論、子ども（と大人）の学習する権利・機会の保

障の観点からの研究が主流であった。今日でも大きな課題であることには変わりないが、条件

整備論の場合、学習する機会の「学習」がどのようなものなのかが問われにくい。一方で、近

年の学習科学のように、子どもの学習、たとえば協調学習の観点から、学習環境としてのシス

テムを提案する研究も進んでいる。 

そこで本シンポジウムでは、「教育理論から教育システムを構想する」というテーマで、あ

る学習が教育目的として適切であると考えられる場合、その目的を実現するためにどのよう

なシステム（の改革）が必要となるのか、という問いを立ててみたい。 

たとえば、具体的な報告の例としては次のような課題が考えられる。 

・学習科学で論じられている「学習環境」はどのような学習システムを必要とするのか。 

・「質的に新しい活動システムを作り出す人々のエージェンシーを拡張していく学習」と定

義される拡張的学習の理論は従来の学校システムにどのような変革を求めるのか。 

・一人ひとりの子どもが「民主的な主体」として育つ教育実践の物語としての「デモクラ

ティック・スクール」論はどのような公教育システム改革を構想するのか。 

こうした学習の理論に基づく教育システム論とこれまでの教育制度研究を突き合わせるこ

とでどのような展望が拓けるか、を問いたい。 

◆問題提起・指定討論 

  藤井 穂高（筑波大学） 

◆シンポジスト 

  山住 勝広（関西大学） 

    「活動システムとしての制度の形成への教師の拡張的学習と変革的エージェンシー」 

  澤田 稔（上智大学） 

    「社会的に公正な学校教育の実践的論理－批判的教育学から得られる示唆－」 

◆司会 

 藤田 晃之（筑波大学） 

◆参加申し込み（〆11月 19日 17:00） 

   こちらの QRコードまたは以下のURLからお申込みください 

   https://forms.gle/KUuwvcTe1V92L8e28 

https://forms.gle/KUuwvcTe1V92L8e28

